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NYマーケットレポート（2015年 7月9日) 
NY 市場では、序盤に発表された米失業保険申請件数が 3 週連続で増加となり、2 月 28 日までの週以来の高水準となったことを受けて、

米利上げに対する警戒感が後退し、ドル/円はやや軟調な動きとなった。そして、中国株価が急反発したことで、中国経済の先行きに対する

悲観論がやや後退したものの、ギリシャ支援協議に対する不透明感が根強いことや、大きく上昇して始まった米株価が終盤まで上げ幅を縮

小する動きとなったことから、ドル円・クロス円は終盤まで上値の重い展開が続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 



                     
 

2 
 

NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 121.49  ユーロ/円 134.35  ユーロ/ドル 1.1059 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6574.58 +83.88 ダウ 
先物ミニ 17597 +155  

 

仏 CAC40 4751.44 +112.42 S&P 
500 ミニ 2060.00 +20.50  

 

独 DAX 10979.38 +232.08 NASDAQ 
100 ミニ 4394.75 +48.25  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：13 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月カナダ住宅着工件数 20.28万件（予想 19.00万件・前回 19.70万件） 

前回発表の20.17万件から19.70万件に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 29.7万件（予想 27.5万件・前回 28.2万件） 

前回発表の28.1万件から 28.2万件に修正 
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失業保険継続受給者数 233.4万人（予想 225.0万人・前回 226.5万人） 

前回発表の226.4万人から226.5万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/07/04・・・297,000・・・+15,000・・・279,500・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

15/06/27・・・282,000・・・+11,000・・・275,000・・・・2,334,000・・・・1.7％ 

15/06/20・・・271,000・・・ +3,000・・・273,750・・・・2,265,000・・・・1.7％ 

15/06/13・・・268,000・・・-11,000・・・277,000・・・・2,249,000・・・・1.7％ 

15/06/06・・・279,000・・・ +2,000・・・278,750・・・・2,225,000・・・・1.7％ 

15/05/30・・・277,000・・・ -7,000・・・275,000・・・・2,272,000・・・・1.7％ 

15/05/23・・・284,000・・・ +9,000・・・272,000・・・・2,204,000・・・・1.6％ 

15/05/16・・・275,000・・・+11,000・・・266,500・・・・2,226,000・・・・1.7％ 

15/05/09・・・264,000・・・ -1,000・・・271,750・・・・2,212,000・・・・1.6％ 

15/05/02・・・265,000・・・ +3,000・・・279,500・・・・2,223,000・・・・1.7％ 
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受給者数は集計が1週間遅れる 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月カナダ新築住宅価格指数（前月比） 0.2％（予想 0.1%・前回 0.1%） 

 

5月カナダ新築住宅価格指数（前年比） 1.2％（前回 1.1%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月メキシコ消費者物価指数(前月比) 0.17％（予想 0.20%・前回 -0.50%） 

 

6月メキシコ消費者物価指数(前年比) 2.87％（予想 2.90%・前回 2.88%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：05 

IMF世界経済見通し 

 

・「2015年の世界成長率予想は3.3％（4月時点3.5％）」 

・「2016年の世界成長率予想は3.8％、（4月時点3.8％）」 

・「2015年の米成長率予想は2.5％（4月時点 3.1％）」 

・「2015年の日本の成長率予想は 0.8％（4月時点1.0％）」 

・「2015年のユーロ圏の成長率予想は 1.5％（4月時点 1.5％）」 

・「2015年の中国の成長率予想は 6.8％（4月時点6.8％）」 
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22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17747.98 +232.56 

ナスダック 4979.03 +69.27 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、上海市場で株価が急反発したことで、中国経済の先行きへの警戒感が後退し、主要株価は堅調

な動きとなっている。また、前日の大幅下落で割安感の出た銘柄などを買う動きも出ている。ダウ平均株価は、序

盤から堅調な動きとなり、一時前日比で249ドル高まで上昇している。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

米失業保険申請件数は、前週比+1.5万人の 29.7万人となり、3週連続で増加し、2月28日までの週以来の高水準と

なった。申請件数の4週移動平均は、前週比+4500人の27万 9500人。また、集計が1週遅れる失業保険継続受給者

数は、前週比+6.9万件の 233.4万人と 3週連続のプラスとなり、3月14日までの週以来の高い水準となった。受給

者数の 4週移動平均は、前週比+1万 5500人の 226万8250人。そして、受給者比率は、前週比横ばいの 1.7％とな

った。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6581.63 +90.93 
仏 CAC40 4757.22 +118.20 
独 DAX 10996.41 +249.11 

ストック欧州 600 指数 381.06 +8.18 
ユーロファースト 300 指数 1511.64 +33.83 
スペイン IBEX35 指数 10706.40 +276.10 

イタリア FTSE MIB 指数 22268.51 +756.12 
南ア アフリカ全株指数 51452.36 +1216.60 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、前日に大幅下落した上海市場の株価が急反発したことや、ギリシャ支援がまとまるとの期待感を

背景に、主要株価は大幅続伸となった。  
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(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17640.25（+124.83）、S&P500 2064.31（+17.63） ナスダック 4952.22（+42.46） 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①トルコのダウトオール首相は、全ての政党との連立交渉を来週開始すると述べた。6月の総選挙で与党・公正発展

党（AKP）が過半議席を獲得できな かったことに伴うもの。首相は自らの党派に対し、エルドアン大統領から連立

政権を樹立する権限をきょう中に受けられる見通しだと明らかにした。 

 

②ユーログループは、ギリシャの提案を協議するため、11日午後 3時（日本時間午後 10時）に緊急会合を開始する

予定だと、当局者が明らかにした。EUによると、ユーロ圏首脳会議は12日午後4時（日本時間午後 11時）から開

かれる。その後、午後 6時（１3日午前1時）からEU28ヵ国の首脳会議が開催される予定。 

 

③英中銀は、金融政策委員会で主要政策金利を過去最低の 0.50％に据え置くことを決めたと発表した。据え置きは

6年 4ヵ月連続。国債などを購入する量的緩和の資金枠も3750億ポンド（約 70兆円）を維持した。ギリシャの財政

危機が欧州経済全体に悪影響する懸念も強い中、BOEは金融緩和策を継続し、英景気を下支えする。 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、中国の株価上昇で中国経済の先行き懸念が後退したほか、欧米株も値上がりした

ことで投資家のリスク志向が回復し、安全資産とされる米国債の売りが先行した。財政危機に陥ったギリシャが新

たな金融支援をEUに正式要請したことで EU側との協議が進展するとの見方も相場を圧迫した。 

 

午前の利回りは、30年債が3.06％（前日 2.98％）、10年債が 2.28％（2.20％）、7年債が 1.98％（1.91％）、5

年債が 1.55％（1.49％）、3年債が 0.95％（0.91％）、2年債が 0.58％（0.55％）。 

 

 

2：00 

≪米財務省 30年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・3.084％（前回 3.138％） 
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最低落札利回り・・・・2.934％（前回 3.000％） 

最高利回り落札比率・・・49.67％（前回 18.97％） 

応札倍率・・・・・・・・・2.23倍（前回 2.54倍） 

 

 

2：00 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンス・シカゴ連銀総裁 

 

・「米利上げは、来年半ばまで先送りが望ましいと再表明」 

・「初回利上げを急ぐ理由はない」 

・「中国とギリシャで不透明感、慎重な対応が望ましい」 

・「ギリシャのためにこの数週間でリスク上昇」 

 

 

2：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ジョージ・カンザスシティー連銀総裁 

 

・「緩慢な引き締めを慎重に今開始すべきだ」 

・「緩やかな利上げが望ましいと再表明」 

・「ゼロ金利を、継続するのはリスク高い」 

・「データを待つのは罠となり得る」 

 

 

2：30 

ギリシャ首相は、与党 SYRIZAの議員を招集、10日午前8時から会合。 

 

ギリシャのチプラス首相が率いる急進左派連合（SYRIZA）の議員らは10日現地時間午前8時から午後 2時まで会合

を開き、そこで首相が債権者側に示した政府案を話し合う可能性がある。  

 

 

3：45 

NY金は、中心限月が前日比 4.30ドル安の 1オンス＝1159.20ドルで取引を終了した。 

 

 

4：20 

NY原油は、中心限月が前日比 1.13ドル高の1バレル＝52.78ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1159.20 -4.30 

NY 原油 52.78 +1.13 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、序盤に発表された米失業保険申請件数が市場予想より悪化したことを受けて、年内の米利上げに対する

警戒感が後退したことから買いが先行する動きとなった。しかし、中国や米国の株価上昇を受けて投資家のリスク

志向が高まり、比較的安全な資産とされる金を売る動きが優勢となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、中国株の反発で景気の減速に伴うエネルギー需要の低迷懸念が後退し、買いが優勢となった。また、

欧米など 6ヵ国とイランの核協議に対する不透明感が出ていることも支援材料となり、6営業日ぶりに反発した。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17548.62 +33.20 17764.85 17530.38 

S&P500 種 2051.31 +4.63 2074.28 2049.73 

ナスダック 4922.40 +12.64 4982.19 4920.40 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、上海市場で株価が急反発したことで、中国経済の先行きへの警戒感が後退し、序盤の主要株価は堅

調な動きとなった。また、前日の大幅下落で割安感の出た銘柄などを買う動きが出たことも押し上げ要因となった。

しかし、その後は、中国経済の先行きや、ギリシャ情勢の懸念も根強いことから下げ幅を縮小する動きとなった。

ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 249ドル高まで上昇する動きとなった。しかし、その

後は上げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 121.30  121.54  121.21  
EUR/JPY 133.81  134.44  133.31  
GBP/JPY 186.61  187.23  186.10  
AUD/JPY 90.43  90.69  90.08  
NZD/JPY 81.77  81.98  81.48  
EUR/USD 1.1031  1.1070  1.0991  
AUD/USD 0.7456  0.7468  0.7423  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米雇用関連の経済指標が予想より悪化したことから、ドル売り・円買いが先行した。また、ギリ

シャ情勢に対する根強い不透明感もあり、安全資産とされる円を買う動きも見られた。ただ、積極的には動き辛く、

ドル円・クロス円は限定的な動きが続いた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこと、独自に

加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容については万全を期しておりま

すが、その内容を保証するものではありません。また、これらの情報によって生じたいかなる損害についても、当社および本情報提供者は一

切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの

ではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


